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１ 会議名   令和５年 第 12 回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和５年 10 月 25 日（水）午後２時 30 分～午後３時 23 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、渡邉 博明、柿木 秀雄 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

   教育次長   ： 丸川 浩 

教育政策課長 ： 村重 武志   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 重本 浩志  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵 

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岡田 司 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター次長 ： 宮 文男 

由宇支所次長 ： 中村 洋一  周東支所長    ： 加藤 勝巳 

錦支所長   ： 岩脇 孝史  美和支所長    ： 佐伯 重樹 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  村尾 利勝、柿木 秀雄 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第 13 号  所管事項について 

日程第３ 議案第 40 号 装港小学校の統合について 

 日程第４ 議案第 41 号 令和５年度岩国市社会教育功労賞の表彰について 

 日程第５ 議案第 42 号 
岩国市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条

例について 

会議の大要 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

・ただいまから、令和５年第 12 回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名

委員は、村尾委員と柿木委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第 13 号 所管事項について」、日程第３「議

案第 40 号 装港小学校の統合について」、日程第４「議案第 41 号 令和

５年度岩国市社会教育功労賞の表彰について」、日程第５「議案第 42 号 

岩国市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例について」、以

上でございます。 

・それでは、日程第２「報告第 13 号 所管事項について」を議題といたし

ます。これにつきましては、協議会形式で進めたいと思います。各担当部

署から先に配布しております行事予定表について、補足又は所管事項に関

する懸案等がありましたら説明をお願いします。 

・「岩国市花いっぱいコンクール」について御報告させていただきます。今
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年度は、学校の部から小学校 15 校、中学校６校の合わせて 21 校と、団体

の部から９団体、合計 30 団体から応募がありました。 

 昨日、10 月 24 日に表彰式を開催しましたので、その資料を添付しており

ます。また、27 日の金曜日まで、市役所 1 階の展示スペースで写真展を

開催しておりますので、ぜひ、御覧いただければと思います。 

・黄色いチラシを御覧ください。岩国市図書館キャラクターの本の王様『「ホ

ンスキー」のえかきうた』を、図書館職員が作りました。このチラシは、

10 月 27 日から 11 月９日までの読書週間に利用者の皆様に配布する予定

です。今後、職員が歌った音源を、ホームページにアップしていくことを

考えています。 

・それでは、全体を通して御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・美和支所にお尋ねします。10 年くらい前から行われている「ノーテレビ・

ノーゲームデー」は継続して行われていますか。 

・継続して行っております。毎月第２月曜日から第３日曜日までの１週間を 

「家庭の日」といたしまして、その活動前に防災無線で各家庭に周知し、

その期間、児童生徒につきましては、ノーテレビ・ノーゲームで勉強した

り、家族と一緒に過ごしてもらうよう、広報活動をしています。 

・教育委員会会議でも何度も取り上げて、効果について検証しているかどう

かも含め話したことがありますが、行事一覧に記載されておりません。 

・今月分につきましては、記載を失念しておりましたが、毎月、「ノーテレ

ビ・ノーゲームデー」は実施しております。効果につきましては、２年に

１度、児童生徒から実績のアンケートを取り、計画をまとめている次第で

す。直近では、令和４年度の実績を資料としてまとめております。 

・機会があれば拝見させてください。読書離れが進む中で、テレビやゲーム

が大きな比重を占めていると思います。月に１回でも、落ち着いて勉強す

る環境づくりに美和町全体が取り組んでいるのは、評価が高いと思います

ので、ぜひ続けてください。 

・引き続き、「ノーテレビ・ノーゲームデー」については、広報活動をしな

がら、実施してまいりたいと考えております。 

・もう１点、学校教育課にお尋ねします。部活動の地域移行の進捗状況はい

かがですか。 

・10 月 23 日の月曜日に、昨年度からに引き続き、３回目の推進協議会を行

いました。それまでに２回行った中で、世の中の流れも変わってきました。

国では、改革集中期間を３年間設けていましたが、地域の実情に合わせて

進めざるを得ないということが、全国的にも見えてきて、改革推進期間に

変わってきました。岩国市として、どういう方向性で進むのかを共有させ

ていただきましたが、大きな方向としては、３年間の区切りをつけるので

はなく、部活動自体は段階的に縮小していく方向にあるのは全国的な流れ

であるので、岩国市も避けられないだろうということを校長会等とも協議
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をさせていただきました。 

現状、夏場が 18 時まで、冬場 17 時まで活動していますが、令和６年度は

17 時 30 分までを目安に、令和７年度は 17 時までを目安に、最終的に令

和８年度は勤務時間までを学校の部活動としていきたい。また、地域によ

っては、時間を区切るより、曜日を減らすほうが合う地域もあり、時間を

削るか、曜日を減らすかという形で、段階的に学校の部活を縮小していく。

その辺りを地域の方に御理解いただき、競技団体、文化芸術団体に中学生

の受入れを整えていただく期間を数年持ちたいと思っており、報道してい

ただきました。今後、保護者等に周知できればと思っております。 

・受け皿となる競技団体では理解度に差があります。その辺りをいかに理解

していただくかという努力と、３年を目途に勤務時間内で部活動を終了す

るという事は、実質、部活ができない状態になると思いますが、どうでし

ょうか。 

・部活を完全に失くしてしまうと、地域によっては、子供たちが全く運動す

る機会を失うこともあろうかと思います。縮小ではありますが、学校内で

一定期間、部活動を続けていく競技も必要かと思います。軽スポーツや文

化的な活動などで競技数が減ってくることもありますが、少しは確保しな

いと、子供たちを置き去りにして、物事が進みにくいこともありますので、

注意してやっていきたいと思います。 

・中学校体育連盟の行事等については、選手権や県体等についてはもうない

ですよね。子供がその事を理解して、部活をするモチベーションが下がる

と思いますが、どうですか。 

・大会自体も、中体連の大会以外に協会等の主催が増えてきており、中体連

の大会も全国大会に地域スポーツの方から出場できたり、従前どおり、合

同チームが出場できたり、徐々に競技団体が主催するような大会に移行し

ていく方向にあると思います。 

・３年後に勤務時間内で部活動を終了する事になれば、競技団体が受け皿に

ならざるを得ない状況になると思います。その働き掛けを、３年間でしっ

かり行っていただいて、今、自分の得意な競技の部活動をやっているわけ

ですから、子供たちの意思が前向きになって取り組んでいけるような状況

になってほしいです。タイムリミットが近づいていて、難しい面もあるか

と思いますが、子供のモチベーションが下がらないようにお願いします。 

・学校教育課から説明がありましたが、体育祭と文化祭が開催されました。

インフルエンザや、幼稚園や小学校低学年においては溶連菌などの感染症

が流行ってきております。心配するのは、これから、文化・芸術の秋に向

かって、小・中学校とも合唱祭が大きなホールで行われ、研究発表会も目

白押しです。現場から、感染防止に向けての要望であるとか、教育委員会

から指導をしている事がありましたら教えてください。 

・先週の段階で、学級閉鎖や学年閉鎖を行った学校が出ました。学年閉鎖が
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順次増えてきて、結果的に１日ほど学校全体を閉じなければならない学校

も出ました。今週に入っても、小学校数校と、中学校で学年閉鎖と学級閉

鎖が出ています。委員が言われたように、人が集まる行事の後、事象が起

きていまして、特に合唱については、直前の練習の段階で、適切にマスク

の着用を徹底していこうと。特に集まって活動する、練習の段階の声を出

すシーンで密集しているときには、コロナ禍で身に付けた習慣で直前まで

マスクを着用し、本番で外して、思う存分歌い、何とか本番に皆がそろう

ように考えております。学校との打合せの際に、その辺りの事を指導して

いくとともに、閉鎖の状況を学校にも共有していく。どこの地域が多いと

いうよりは、突然、単発でという傾向にあります。スポーツ少年団の活動

であるとか、幼稚園を含めて、小・中・高校と兄弟の関係で広がることも

ありますので、情報を校区に入れさせていただこうと思っています。 

・医療機関も新型コロナウイルス感染症より、インフルエンザの方が猛威を

振るっていることを危惧しておられます。コロナの予防接種はしないが、

インフルエンザの予防接種はするという、個人の医師もおられます。コロ

ナ禍の３年間の危機感が薄れてきたところでインフルエンザが流行って

きているので、教育活動を止めるのではなく、前向きに、基本に返った感

染防止対策が大切だと思います。現場が解放に向かっている中、ぜひ、教

育委員会から御指導をお願いします。 

・２点目ですが、生涯学習課の花いっぱい運動ですが、小・中学校合わせて

45 校のうち参加が半数以下です。以前は、花壇の工事など特段の理由が

ない限りは、ほとんど参加していたと思います。こういう時代だからこそ、

自然に触れる――種を植えて、世話をして、命を育んでいく事は心の教育

に大変良いと思いますが、参加校が半分以下である事に危機感や期待感は

どのようにお考えでしょうか。 

・毎年、お願いはしていますが、なかなか。令和４年度に比べて３校増えて

はいますが、多い時は、40 校近い参加があったときもありました。 

・一つは地域連携ですよね。地域の方が一緒に花を植えてくださると聞いて、

復活の兆しが見えたと思いましたが、今、また、少なくなっているので、

生涯学習課だけではなく、現場に響く学校教育課が心の教育という面で、

生涯学習課に協力をしてあげて、子供たちが自然に触れ合う機会を地域連

携もしながら裾野を広げていけば良いと思います。 

・もう１点、お知らせですが、11 月 11 日に錦帯橋芸術祭が行われます。ア

イキャンでも繰り返し放送されています。錦帯橋創建 350 年に合わせて、

市民が 200 人ほど集まり、錦帯橋の上で「翼をください」や「岩国市歌」

を歌おうという企画があります。ペリースクールからも 50 人参加があり

ます。ぜひ全員で、盛り上げていきましょう。 

・部活動の地域移行は、当初いつまでとしていましたか。 

・できるところは、令和５年度から令和７年度で進めていて、令和８年度に
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は、としていましたが、できるところから進めるというスタイルは変わっ

ていません。岩国市は縦長で広域なので、旧市内でできることと、郡部で

できることが違ってきます。受け皿の問題もありますので、一気に進める

と取り残される子供が出てくることになり、全国的に問題になっているの

で、その後はできるところからやろうという形に変わってきました。 

・先日、川下中学校の文化祭が２日行程で行われ、２日目はシンフォニア岩

国で合唱祭がありました。以前は学校の講堂を利用し、キャパシティの関

係でなかなか保護者や地域の方が入ることができませんでしたが、シンフ

ォニアの利用で一堂に会することができ、感動を覚えたという話も聞きま

した。ほかの大規模校もそういった施設の利用を提案していただければ、

地域や保護者の方も入れるし、学校側も助かるのではないかと思いまし

た。 

・次に、クマについてですが、岩国市内で今のところ事案や事故報告は挙が

っていませんか。 

・クマの出没があった場合には、警察から市に連絡が入り、学校教育課を経

由して学校に連絡がいくように体制が整っております。実際は、直接学校

に連絡がいくことが多く、先日は、本郷中学校のグラウンドにクマの糞が

あった事案がありました。地元の方と教員が発見し、クマの糞であると特

定し、登下校を見守る地域の方々への連絡と、下校時の付き添い協力をお

願いすることができました。小・中学校間で連絡を取り合って、美和地域、

本郷地域で出没回数が多いですが、今のところ、被害は出ておりません。

その他市内でも出没の情報は出ていますので、出没の際はすぐに学校へ連

絡しようと思います。 

クマを見たことがない子もいます。本日、午前中に本郷小学校に行ってき

ましたが、クマの等身大パネルや、出没した際のＱ＆Ａが学校内に掲示さ

れており、良い取組だと思いましたので共有したいと思います。 

・岩国市で教員を採用する際に、過去に犯罪歴がある場合、国が情報を開示

するなど、これから法が整っていくと思いますが、岩国市は県教育委員会

と連携が取れていますか。 

・採用については県教育委員会が行い、服務は市教育委員会が監督していま

す。採用時に免許等の確認をします。県教委と情報を共有していますので、

今のところ担保できていると思います。 

・教育政策課にお尋ねします。本日、子供が早く帰ってきまして、友達と「Ｐ

ＬＡＴ ＡＢＣ」に宿題をしに行きました。まずは行くことが大事で、皆

が集まれる工夫がされているんだなと感じました。行事予定の報告の利用

者を見ましたが、実際には利用者はもっといて、時間帯や曜日ごとの利用

状況が分かるともっといいなと思いました。子供からも、外国人の先生は

あまりいないよ、と聞きます。その場所に行くまでは実現できているのに

話せる機会がないのはもったいなく感じます。曜日別、時間帯別で利用者
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の傾向などが分かれば、利用者の多いところから優先的に埋めていくなど

の対応が検討いただければと思います。 

・委員のおっしゃるとおり、校区内の子供たちが、学校終わりにコミュニケ

ーションの場として利用していることは聞いています。それにつきまして

は、イベントではないため、人数がカウントされてはいませんが、入館者

数としてカウントしております。それから、外国の方についてですが、２

通りありまして、一つはＡＬＴや国際交流支援員など学校以外の時間を活

用して、教育委員会で配置する。もう一つは、基地にお住まいの方が、日

本人とコミュニケーションをとるために、自主的にいらしている、大きく

分けてこの２パターンがあります。後者に関しましては、私どもも啓発は

していく必要はありますが、コントロールは難しいことがあります。前者

に関しましては、利用者のニーズを見ながら、柔軟にやっていきたいと思

います。 

・外国の方がいる時間帯を広報することは可能ですか。 

・外国の方がいる曜日は、館内の行事カレンダーに掲載しております。まず

は足を運んでもらいたいと考えているので、現状、館内掲示のみとなって

おります。 

・日本人スタッフも英会話が堪能ですので、希望があれば対応できます。 

・花いっぱい運動ですが、全小・中学校で花壇経営をしているのになぜ参加

できないのか。申込事項が煩雑な気もするので、もっと簡素化すれば参加

数が増えると思います。今夏は猛暑で花が枯れることも多かったと思いま

す。かつては児童生徒が当番制で水やりをしていましたが、今はそういう

時代ではないので、職員も含めて、いろいろ工夫をしながら、多くの参加

をお願いしたいと思います。 

・成果は気にせず、まずは裾野を広げていただきたいと思います。 

・ほかにないようでしたら、報告第 13 号を終わります。 

・次に、日程第３「議案第 40 号 装港小学校の統合について」を議題とい

たします。なお、これ以降の日程につきましては、公開までの間、議事に

ついて非公開としたいと思いますが、いかがでしょうか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、日程第３以降は非公開といたします。では、非公開と   

して、議事を進めてまいりますので、関係者以外の方は御退出をお願いし

ます。 

・それでは、教育政策課から説明をお願いします。 

・「議案第 40 号 装港小学校の統合について」、御説明いたします。この度 

 提出いたします議題は、装港小学校を東小学校へ統合することについて、 

 教育委員会の議決を求めるものです。装港小学校の在り方につきまして

は、令和３年に保護者を対象としたアンケートや現状の説明会を実施し、

それらを踏まえて、教育委員会としては、統合の方針の下で、保護者や地
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柿木委員 

 

教育政策課長 

 

 

 

 

廣田委員 

 

 

元関係者との協議を進める事とし、これまで、教育委員会において、保護

者や地域住民との意見交換や、今後の方向性に関する説明会などを行って

まいりました。 

そして令和５年２月に開催しました４回目の住民説明会において、保護者

の不安の解消のため、再度、保護者との話合いの提案があった事から、改

めて、保護者から寄せられた御意見に対して、回答をお伝えするなどした

結果、その後行われた臨時ＰＴＡ総会において、統合に関する要望書の提

出について議決をされ、10 月 17 日にＰＴＡと装束及び新港の自治会連合

会から教育長宛てに、学校統合に関する要望書が提出されました。要望書

につきましては、委員のお手元にお配りをしております。内容につきまし

ては、ＰＴＡからは「令和７年４月の統合」、「岩国市、自治会、装港小Ｐ

ＴＡ三者での統合に向けた協議会の立ち上げ」、「子供達の安心安全の確

保」。そして装港地区自治会連合会の方からは、保護者の「東小学校への

統合」の意向に賛同し、地域としても統合に賛同するとした上で、統合に

当たっては、「統合後も今までと変わらない教育を受けるようにするこ

と」、「子供達の登下校時における安全の確保」、「統合に向けて問題が生じ

た時には、その都度、迅速に保護者と市、市教委が話し合いを行って、問

題解決に努めること」といった内容になっております。 

これまでの説明会などを経て提出されたこれらの要望書を受けまして、教

育委員会として、この度、東小学校への統合を決定することについて、教

育委員会会議にお諮りするものでございます。なお、統合の時期について

は、要望書にあります令和７年４月を目指すことを考えております。今後、

統合の決定をしました場合には、10 月 30 日に予定されております政策戦

略会議にも諮る予定としております。そこで決定した場合には、翌日 31

日に装港小学校と東小・中学校の保護者へお知らせし、装港地区の住民の

方へは、11 月 15 日号の市報にチラシを折り込む形でお知らせする事を考

えております。その後、速やかに統合に向けた準備を進めたいと考えてお

ります。以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に御質問、御意見がありましたらお願いします。 

・要望書に安全な登下校ができるようにとありますが、スクールバスなどを

検討されているのでしょうか。 

・これまでの住民説明会でも御提案させていただいておりますが、基本的に

はスクールバスでの対応になるかと思います。保護者の方々からはバス通

学に対する不安をいただいておりますので、準備委員会において、ルート

も含めて協議をし、不安解消しながら具現化する形で対策を協議していき

たいと考えております。 

・令和７年４月の統合となれば、教室や教職員の配置、スクールバスについ

ては集合場所の確保が難しいですね。新一年生の一日入学等の周知もあ

り、令和６年度は忙しくなりそうです。要望書にある「今までと変わらな
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い教育を受けるようにする」ことは、もちろん一番大事な事だと思います

ので、一人一人を大事にした岩国市の子供を育てるという方針の周知と、

登下校の安全、保護者の不安の解消に向かって、前へ進めていけたらいい

なと思います。 

・統合に向けて、小学校、児童生徒、保護者の御理解はいただけているよう

に思いますが、地域とともにある学校づくりということで、学校側も地域

の方を率先して学校に招いて授業をしたりしていると思います。統合によ

り地域のコミュニティの場がなくなるのではと危惧されますが、それにつ

いて、何か代替案やプランはありますか。 

・具体的なものはありませんが、装港地区の例を申し上げますと、月に１回

土曜日に寺子屋を開いておられます。こういった活動を継続していただい

て、子供たちと地域のつながりが切れないようにと考えております。どの

ような形で地域とのつながりを維持していくかについては、地元の方を含

めて、協議会の中で御意見を聞きながら、できるだけ途切れることのない

よう考えております。 

・施設の跡地利用についてはいかがでしょうか。 

・現在の出張所、公民館、避難所の機能を含めた施設を考えておりますが、

具体的なものではございません。地元の方と一緒に、方向性を検討する協

議会を作っていきたいと考えております。 

・登下校の問題ですが、地域との結び付きが強い学校なので、登下校の見守 

りも長年やっておられます。スクールバスになっても、今と変わらない見

守り活動をしていただきたいです。協議内容の中に見守り隊の活動につい

て、組み入れていただいて、子供たちの安全と地域との結び付きを今まで

どおりやっていただきたいと思います。 

・地域の方による見守り活動は大変助かっていますので、継続してご協力い

ただけるよう依頼したいと思います。 

・ほかに、御意見・御質問はございませんでしょうか。 

・別にないようでしたら、議案第 40 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 40 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第４「議案第 41 号 令和５年度岩国市社会教育功労賞の表彰 

について」を議題といたします。生涯学習課から説明をお願いします。 

・こちらの表彰は、岩国市社会教育関係団体等表彰規則及び岩国市社会教育

功労者表彰要綱に基づき、隔年で行っております。本年度、各関係団体か

ら候補者として推薦された方を選考委員会で審査し、本日、議案として提

出させていただいております。今年度の候補者として、２名の方を選考し

ておりますので御説明いたします。２名の方は、添付資料のとおり、それ

ぞれの団体で、役員を長年務めて活動をされるとともに、山口県からの表



9 

 

 

 

 

教育長 

 

 

各委員 

教育長 

 

 

 

美和支所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

各委員 

教育長 

 

 

教育政策課長 

 

 

教育長 

彰も受けておられます。その事から、表彰要綱第４条に定めている基準の

うち、第４号に該当いたします。まず、岩国市連合婦人会会長から推薦さ

れた上尾英子さんです。次に、岩国ユネスコ協会会長から推薦された宮本

剛さんです。以上、御審議のほど、よろしくお願いします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたらお願いします。 

・別にないようでしたら、議案第 41 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 41 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第５「議案第 42 号 岩国市立小学校及び中学校設置条例の一

部を改正する条例について」を議題といたします。美和支所から説明をお

願いします。 

・本議案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定に基

づき、岩国市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例の議案を

別紙のとおり作成するに当たり、教育委員会の意見を求めるものです。提

案理由としましては、岩国市立美和東小学校及び岩国市立美和西小学校を

令和６年４月１日に統合する事に伴いまして、規定の整備を行うため、提

案するものです。内容につきましては、新旧対照表のとおり、「岩国市立

美和東小学校」の項を削り、岩国市立美和西小学校の項中、「岩国市立美

和西小学校」を「岩国市立美和小学校」に改めるものです。なお、この条

例は、令和６年４月１日から施行することとしております。また、本条例

の附則におきまして、岩国市立小学校及び中学校施設利用条例と岩国市立

学校屋外運動場夜間照明施設使用料条例の一部も改正いたします。以上、

御審議のほど、よろしくお願いします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたらお願いします。 

・別にないようでしたら、議案第 42 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 42 号は原案のとおり決します。 

・本日の議題は、以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の日

程について、事務局からお願いします。 

・次回の定例会は、令和５年 11 月 15 日水曜日、本庁２階特別会議室にて午

前９時 30 分から所属長会議を、午前 10 時から教育委員会会議を開催いた

します。 

・以上で令和５年 第 12 回教育委員会会議を終了いたします。 
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